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Ⅰ 各団体における取り組みの実施状況について 
 

【学識経験者】 

■熊本大学大学院生命科学研究部 

1.「思春期の身体と性の悩み Q＆A」の作成（熊本市妊娠内密相談センター） 

2.尚絅高校学園祭でのエイズ・性感染症、生理や妊娠の悩みに関する相談ブース 

（熊本市感染症予防課・熊本市妊娠内密相談センターと合同企画） 

3.慶誠高校学園祭でのエイズ・性感染症、生理や妊娠の悩みに関する相談ブース 

（熊本市感染症予防課・熊本市妊娠内密相談センターと合同企画） 

4.熊本大学紫熊祭でのエイズ・性感染症、生理や妊娠の悩みに関する相談ブース 

（熊本市感染症予防課・熊本市妊娠内密相談センターと合同企画） 

5.プレコンセプションケアの普及・啓発に関する動画作成にかかる調査協力 

（熊本県子ども未来課） 

【保健・医療関係】 

■熊本市歯科医師会 

・会議終了後、他役員へ報告、情報共有した。  

・会員へエイズ・STI対策に関する取り組みをもっと周知していく。 

・世界エイズデーには、事務局内にポスターを掲示した。 

 

■熊本市薬剤師会 

 1.学校薬剤師による中高校生への薬物乱用防止教室などでの啓発活動 

 2.薬局での相談時、医薬品についての説明。 

 3.薬剤師会研修会で情報の提供を実施 

 

■熊本県看護協会   

 （１）12月の世界エイズデーには協会内に啓発のためのポスターを掲示した。 

 （２）熊本県看護協会では、熊本県全域を対象に小・中学生を対象に「性教育出前授    

   業」を実施し、その中で、依頼校の養護教諭等と話し合い、発達段階に応じて「エ 

   イズ・ＳＴD対策」に関連した内容（自身の身体を大切にすること・性感染症予防・  

   実態など）について講義を行っている。 

 

      小学校：11校 

中学校：15校   計 26校 

高 校： 0校   （31回実施：同じ学校で学年別の実施有 

             延べ 1,951人程受講（1月現在））                                                   

   内、熊本市内の小中学校からの依頼は３校であった。 

令和 5年度より小学校からの依頼が年々、増加傾向にある。    
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■熊本県栄養士会 

 栄養士会としての取り組みは特に出来ませんでしたが、感染症予防課から郵送して頂

いた「世界エイズデーポスター」を、尚絅大学に掲示しました。 

 

【教育・青少年団体】 

■熊本市ＰＴＡ協議会 

 各区より常任理事が集まる理事会にて、会議の報告を行いそれぞれの区で行われる会

議内にて周知、啓発を行っています。 

 

■熊本市青少年健全育成連絡協議会 

今年度のエイズ対策推進会議で得られた情報を本協議会理事会で報告するとともに、

エイズを含めた性感染症の現状について、協議会関係者に周知することを検討しまし

た。感染症予防課の協力を得て、熊本市青少年健全育成大会参加者に、熊本市の性感

染症の状況に関する資料を配布しました。また、協議会で 3月に発行する「青少協だ

より」に性感染症に関する記事を掲載しました。（別添資料あり）。 

理事会では、青少年における性感染症の実態が認識されていないことが分かり、驚く

とともに、合同会議の参加報告を理事会で受けるだけでは関係の方々にその内容を伝

えることは困難であったことをうかがい知ることができました。 

青少年を取り巻くＳＮＳ環境の悪化や性犯罪、性被害について、子どもたちを含め協

議会内および関係者への啓発を継続する必要があることを確認しました。 

 

（市青少協だより） 
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■熊本県高等学校保健会 

・熊本市地区の養護教諭へ、対策推進会議の資料を提供し、各校で活用を呼びかけた。 

・世界エイズデーにちなんでポスターの掲示 

＜各高校での取組内容について＞ 

・3年生を対象に性教育講話を開催。 

演題：「自分らしく生きる 〜ライフデザインから考える性〜」 

講師：松元 かおり 様（ＮＰＯ法人せいしとらんし熊本） 

・全校生徒を対象に講演会実施。 

演題：「思春期の性と健康～性感染症から身を守るために～」 

講師：平山泌尿器科医院 理事長 平山 英雄 医師  

・保健体育の授業の中で性感染症について取り扱った。 

・思春期保健講演会（1年対象） 

・教科「保健」授業及び、保健室からの資料提供 

・保健だよりで啓発した。 

・世界エイズデーに合わせレッドリボンツリーを飾った。 

・せいしとらんし熊本の安田香織様（助産師・看護師）を講師にお迎えして、全校生

徒及び希望の保護者を対象に性教育講演会を実施。 

・生徒及び保護者に性に関するアンケートを実施し、結果を保健の授業や講演会の内

容に活用。 

・１、２年対象に性教育講演会を実施。慈恵病院院長 蓮田健先生の講演の中で性感

染症について触れてもらった。 

・みやはらレディースクリニックの宮原先生に『あなたのこれからに役立つ「性」に

ついてのお話』という演題で講演していただいた。こと」をテーマにご講話いただ

きました。 

 

【人権擁護関係】 

■熊本人権擁護委員協議会 

・人権擁護委員の各専門委員会でパンフレットを配布する。 

・現状把握してもらい、相談業務や人権教室、啓発活動に生かしていく。 

 

【労働団体】 

■連合熊本地域協議会 

  「機関紙 Now」10月号にて、組合員への周知活動を行っています。 
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（機関紙 Now：10月号） 
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Ⅱ 各委員からのご意見 

 

【保健・医療関係】 

■熊本県看護協会 

 （1）エイズ・ＳＴＤ対策全般について 

〝自身の身体を守る(大切にする)″、〝相手(他者)の身体を守る(大切にする)という

観点で、中学・高校のみならず、低学年の時から、発達段階に応じて、自身の健康管

理や相手を尊重した対応を行うことがエイズ・STD対策につながることを伝え、意識

し実践できるような教育を行うことが必要だと考えます。    

 （2）エイズ対策推進会議について 

 最新治療情報として、治療を続けることで、感染リスクもほぼなくなることから、大

学病院だけでなく、地域の医療機関（歯科医院）でも治療可能であること、また実際

に熊本市の歯科医院で受け入れを推進されていることなど、熊本市での取組が進んで

いることを知れました。また、LGBTQの当事者も出席されており、具体的な意見を聞

けたことも、人権について改めて考えるきっかけとなりました。熊本県では県全体と

しての取組の報告があっていますのが本会議では市独自の取組について検討し、さら

に深めて、啓発活動を推進していただければと思います。 

 

【教育・青少年団体】 

■熊本県公立高等学校ＰＴＡ連合会 

 （1）エイズ・ＳＴＤ対策全般について 

 学校において性教育の主要なテーマとして扱われていると思います。その情報を広報

誌等で保護者に伝えてほしい。（家庭で話題になればよいと思います。） 

（2）エイズ対策推進会議について 

 各関係団体に推移、現状（発生件数等）を情報提供してほしい。 

 

■熊本市青少年健全育成連絡協議会 

 （1）エイズ・ＳＴＤ対策全般について 

 学校教育、家庭教育、地域における青少年育成のいずれにおいても、指導に当たる大

人がエイズを含めた性感染症に関する正しい知識を得ておくことが、予防の第一段階

として重要なことです。その知識がそれぞれの組織の中で共有されることによって、

子どもたちを性感染症から守ること、子どもたちが自分にも起きることであると理解

し対処できること、大人のできる具体的な支援が実行できることなどが実現できるよ

うになると考えます。一般の方々向けにも、性感染症を含む感染症予防の啓発を継続

的に実施していっていただきたいと考えます。 

（2）エイズ対策推進会議について 

 「エイズ総合対策推進会議」の名称の変更は困難であるようですから、ＨＰＶ感染を

含む性感染症全般に対する取り組みとして継続することであれば意味のあることと
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考えます。また、感染症予防課からいただく熊本市の現状報告については、全国的な

報告と併せてお知らせいただければありがたいです。 

（3）その他 

 第 39 回日本エイズ学会が熊本市で開催されましたが、市民公開講座について、その

内容と、特に一般市民の参加状況について、ご報告いただけるとありがたいです。 

 

■熊本県高等学校保健会 

 （1）エイズ・ＳＴＤ対策全般について 

 ・生徒がよく利用する SNSなどをうまく活用して啓発をしてほしい。 

・高校生の間、毎年（全学年で）１回は性教育講演会が開けるように、県と市の関係

課で講演会予算を組んでいただけると教育の効果が上がると思う。（講師が足りな

いと思いますが）※性教育の範囲は広いので、性感染症・性的同意・命の大切さ等

主題を置いた講演会ができると良いなと思います。 

・高校では性教育の時間を特設することは難しく、性教育講演会の時間を設ける程度

です。性教育でも昨今は LGBTQについてもふれ、内容が盛りだくさんです。生徒が

さっと読めるリーフレット等があると助かります。 

・検査機会の充実や、啓発のための工夫をしていただいており、感謝しています。高

校生～大学生世代への教育の機会を確保できるよう努めたいと思います。 

・熊本市の感染症予防対策課の方に講演をしていただいた際、熊本市の性感染症の最

少年齢等も話されました。生徒たちも身近な問題として捉えることができたので、

実態を知れる機会は大切だと感じました。  

（2）エイズ対策推進会議について 

 ・エイズ、性感染症の最新のデータや取り組みを知ることができ、自分たちにできる

ことや、新たな取り組みについて考えることができた。 

・会議の資料を各学校で活用している。 

 

【労働団体】 

■連合熊本地域協議会 

（1）エイズ・ＳＴＤ対策全般について 

  引き続き、熊本市の現状について情報を共有したい。 

（2）エイズ対策推進会議について 

引き続き、熊本市の現状について情報を共有したい。 

（3）その他 

 次年度も対応が可能であれば第 97回メーデー熊本県中央祭典 2026年 4月 29日（水）

でブースの設置を依頼したい。 

 

 

 


